
 

ルーテル教会の日本伝道と 
   C.L.ブラウン博士 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本福音ルーテル教会は、1892（明治25）年、アメリカの南部一致ルーテル教会から派遣された宣教師によって設立されました。シェーラーやピーリーを始めとする多くの宣教師の献身的な開拓伝道によって、佐賀から熊本へと広がっていきました。（左上）佐賀教会、（左下）熊本教会。
1900（明治33）年頃の主な宣教師：（左上から）ブラウン、ブラウン夫人、リッパード、（中央左から）リッパード夫人、エリカ・ジョンソン、（下段左から）スタイワルト、ウィンテル、ウィンテル夫人
南部一致シノッド（教区）の州：バージニア、テネシー、ノースカロライナ、サウスカロライナ、ジョージア、アラバマ、ミシシッピー、フロリダの８州



C.L.BROWN チャールズ・ラファイエト・ブラウン 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
宣教師の中でも、「路帖熊本教会」や「路帖神学校」、「九州学院」の創設に最も貢献したのが、チャールズ・ラファイエット・ブラウン宣教師でした。
ノースカロライナ州の農家に生まれ、伝道者となる決心をしてローノーク大学を経て、フィラデルフィアのルーテル神学校を卒業した後、1898（明治31）年11月日本にやって来ました。1900（明治33）年12月、熊本に着任。新屋敷町４３５番地に居住し、精力的な伝道活動を始めました。そして、この熊本に、1909（明治42）年9月27日「路帖神学校」を創設し、1911（明治44）年4月15日に「九州学院」を開校したのでした。



日本唯一のルーセラン・スクールへの門 
               THE TEMPLE GATE(「TIDINGS」Aug.1917) 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1917（大正6）年の『タイディングス』（南部一致シノッドの月刊誌・日曜学校と宣教活動の会報）８月号に、九州学院の創設者ブラウン宣教師の文章が載っています。九州学院を創設した５年後の1916（大正5）年に、ブラウンは帰国。バージニア州サーレムにいたブラウンが、九州学院について寄稿した「THE TEMPLE GATE」です。
1916（大正5）年3月11日、42名の第１回卒業生を万感の思いで送り出して帰国していたブラウンは、ルーテル教会が設立した九州学院を、太平洋の海原の彼方に追慕でもするように紹介しています。安芸の宮島神社に通じる鳥居を紹介した後に、九州学院の校門の写真を掲載しています。



九州学院の創設時の正門（唯一現存・西門） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「日本帝国における唯一のルーセラン・スクールへ毎日５７９人の若者が出入りしている入口」と紹介しています。活ける神の栄光のために建設されたすばらしい教育機関への入口であり、「神のことば」を学ぶ学び舎への門だと記しています。ブラウン自身、この門を通って、九州学院神学部が設置された九州学院と、宣教師館のあった新屋敷町や熊本教会のあった水道町を往き来していたのです。



『九州学院要覧』に掲載された最初の 
キャンパス計画鳥瞰図 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
『九州学院要覧』（1913年・大正2年）に掲載された最初のキャンパス計画の鳥瞰図です。本館と寄宿舎、食堂、院長住宅などは予定通り建てられましたが、神学校舎を含むチャペルは、ブラウン在任中、計画通りに建つことはありませんでした。



ここにチャペルが建つのを待ち望む九州学院の教授陣と４００人の生徒たち
TIDINGS,June,1914（1914年4月撮影） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1914（大正3）年4月に撮影され、「タイディングス」６月号に載った写真です。チャペル建設予定地に九州学院の教職員と400名の生徒たちが立ち並び、アメリカのルーテル教会の会員に対し、支援のお願いをしているところです。遠山参良院長を始め、ブラウンやスタイワルト、九州学院神学部の教授陣もいます。チャペル建設は、九州学院の創設以来、懇請され続けていたことでした。



九州学院第１回卒業生42名（ブラウンの九州学院最後の写真） 
1916(大正5)年3月11日 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
九州学院第１回卒業生の写真です。５年前の1911年4月、１２２名入学し、卒業した生徒は42名でした。遠山院長やスタイワルトとともに写ったブラウンの九州学院での最後の写真です。



『Japan for Christ』1909(明治42)年11月 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ブラウンは、1909（明治42）年11月に『Japan for Christ』を、ミッションボードの支出により5,000部出版しています。これは、ブラウンが、日本の紹介とミッションについての幅広い理解をしてもらうために、南部一致シノッドへの日本報告書として出版したものです。これは、表紙と目次です。




『Japan for Christ』扉の聖句 
• マタイによる福音書28:19~20 
   だから、あなたがたは行って、すべての民をわたしの弟子にしなさい。 
  彼らに父と子と聖霊の名によって洗礼を授け、あなたがたに命じておい 
  たことをすべて守るように教えなさい。 
  わたしは世の終わりまで、いつも 
  あなたがたと共にいる。 
  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
太平洋の彼方の伝道の地、日本の地図と、扉に掲げられた聖句です。



思い出深い熊本教会の日曜学校 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
思い出深い熊本教会の日曜学校の写真です。ブラウン夫人を始め、婦人伝道者・安達よし子さんや五高の学生（五高花陵会第八回生・江副巽か。ブラウン2度目の在任中にブラウンから受洗。）と想われる人物、そして日曜学校の愛しい子供達を、ブラウン宣教師が撮った写真です。コダック製のカメラで撮ったようです。
1915（大正4）年6月末、ブラウンは帰国すると、翌年42歳で南部一致ルーテル教会外国伝道局の総監事（書記）に選出され、２年半事務局で働きました。ブラウン一家は、その後再び日本を訪れることはありませんでした。



ブラウン宣教師、アフリカ西海岸リベリアへ  
1921(大正10)年4月 

   全米キリスト教協議会からの要請で 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1921（大正10）年4月、ブラウン宣教師は全米キリスト教協議会からの要請を受け、インドを経てアフリカへと向かい、アフリカ西海岸のリベリアの伝道地調査活動に従事しました。



アフリカ西海岸リベリアで召天（ブラウンの旅程） 
1921(大正10)年12月5日 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1921（大正10）年12月5日、伝道地リベリアの奥地で、合併症を伴う腸チフスにかかり、４７歳で天に召されました。



ブラウン博士の墓（現地リベリア） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ブラウン博士の亡骸が埋葬されたリベリアの現地に墓が造られました。



Brown Memorial Chapel 
1925（大正14）年2月竣工 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
九州学院が創立されて１４年後、ブラウンが亡くなって４年後の1925（大正14）年2月、海外伝道局の支援によりブラウン記念礼拝堂（Brown Memorial Chapel）が竣工し、献堂されました。このヴォーリズ建築による礼拝堂は、九州学院のキリスト教主義学校としての今に至るまでの歩みを見届けてきたのでした。



ブラウン博士顕彰のプレート 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ブラウン記念礼拝堂の正面右の壁に、ブラウン博士を顕彰するプレートが掲げられています。そこには、旧約聖書のダニエル書の１２章２節の聖句が刻まれています。



1893（明治26）年佐賀で伝道開始 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アメリカ南部一致ルーテル教会の日本伝道は、120年前の1893（明治26）年、佐賀で始められました。佐賀には1901年、日本で最初のルーテル教会の礼拝堂が建造されました。この礼拝堂は、現在、日本福音ルーテル合志教会（熊本県）に移築されています。



南部一致シノッド派遣の二人の宣教師 
   ジェームズ・シェーラー    と    ロバート・ピーリー 
   1892（明治25）年～1896（明治29）年、    ～1903（明治36）年 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
南部一致シノッドからＪ・Ａ・Ｂ・シェーラーとＲ・Ｂ・ピーリーの二人の宣教師が派遣され、佐賀で伝道が始まりました。シェーラーは、神経衰弱と思われる病のため、1896（明治29）年帰国しました。



チャールズ・ブラウン宣教師 
日本宣教1898(明治31)～1916(大正5) 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
シェーラー退任の後を受けて、1898（明治31）年12月、佐賀に着任したＣ・Ｌ・ブラウンは、２年後の1900（明治33）年12月14日、家族と共に新屋敷町435番地に仮寓し、熊本在留最初の宣教師として、熊本伝道を開始しました。



1898(明治31)年9月27日山内直丸、熊本着任。 
山内牧師と家族(Japan for Christ) 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1898（明治31）年9月27日、山内直丸牧師が熊本に着任。日本人の教役者（牧師）によるルーテル教会の布教が始まりました。和歌山出身の鈴木直丸は、明治学院神学部本科に入学後、山内量平の深川教会に転籍し神学校を卒業。山内量平の招聘を受け、「佐賀十字教会」に赴任。明治29年、シェーラー司式のもとに山内家の令嬢あやと結婚し、山内直丸となりました。そして、ルーテル教会の教役者（牧師）として、南部一致シノッドの新たな伝道拠点となる熊本に着任したのでした。
「佐賀十字教会」は、1898（明治31）年6月に「日本福音路帖教会」と改称されました。



熊本教会と熊本宣教 
1898(明治31)年10月2日山内直丸夫妻と五高生副島松一の三人で熊本最初の礼拝 
           六間町本渡屋薬舗跡の階上 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
山内直丸が着任した翌月の1898（明治31）年10月2日（日）、三位一体後第１７主日に熊本教会最初の礼拝が行われました。仮会堂に当てられたのは、六間町本渡屋薬舗跡の階上でした。第五高等学校の学生・副島松一と山内夫妻の３人での礼拝でした。この10月2日が、日本福音路帖熊本教会の創立日です。



熊本教会最初の会員・副島松一と第五高等学校 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１９００（明治３３）年５月の第五高等学校教授陣と学生たちの写真です。中央の櫻井校長の右隣（⇐）が夏目金之助（漱石）教授で、そのすぐ背後（⇓）に遠山参良教授が写っています。また最後列の左から４人目（⇓）が副島松一で、明治３１年１０月２日にルーテル教会の熊本での最初の礼拝を山内直丸牧師夫妻と行った五高生です。
副島松一は佐賀士族の出身で、明治30年9月、五高に入学し（花陵会第2回生）、明治33年7月卒業し、東京文科大学（東京帝大）に進学。後に佐賀青年師範学校の校長に就任。佐賀の七賢人の一人・副島種臣の血族ではないかと思われます。



ブラウン熊本在留最初の宣教師として家族と 
1900(明治33)年12月14日新屋敷仮寓 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「タイディングス」1906年1月号に掲載されたブラウン一家。長男チャールズ・アルフレッドは長崎で生まれ、次男ロバート・マーシャルは1902（明治35）年4月1日熊本で誕生。熊本にやって来たときは、まだ３人でした。



新屋敷338番地の宣教師館 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ブラウンが伝道活動の拠点とした宣教師館。ブラウンの『Japan for Christ』（1909年11月刊行）より。



伝道活動中のブラウン宣教師 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
C.L.ブラウンは、路帖熊本教会の宣教師として伝道活動に従事しました。熊本教会の伝道所前で。「基督教傳道會」の案内をしているところ。



路帖熊本教会の日曜学校 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
郊外の日曜学校。左端に安達さん、右から２番目にブラウン夫人、右端はブラウン宣教師から受洗した五高生・江副巽（五高花陵会第８回生）ではないかと思われます。こちらからブラウン宣教師がカメラを向けています。「タイディングス」1907年1月号より。



熊本日曜学校のメダリストたち 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
メダルをつけて誇らしげな熊本日曜学校の生徒たち。日曜学校に休まずに続けて来た勲章のメダルを胸につけています。ブラウン宣教師が、「はい、神様の前で胸を張って！」と言って、カメラを向けている様子が伝わってきます。「タイディングス」1908年3月号より。



ブラウン使用の聖餐用具 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この聖餐用具を使って、ブラウン宣教師は聖餐式を執り行っていました。



熊本教会と熊本宣教 
1905(明治38)年2月、二百坪の土地を水道町18、19番地に取得し熊本教会堂着工。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1905（明治38）年2月4日、いよいよ念願の熊本教会堂が着工されました。今にも槌音が聞こえて来そうです。土台となる地盤を固める地搗きをしています。音頭取りと搗杵（つききね）取りの男や姉さんかぶりの手拭姿の農家の女衆（ヨイトマケたち）が働いています。右に立って指示しているのが建築士でしょうか。「タイディングス」1905年5月号より。



1905(明38)年6月20日 
路帖熊本教会堂、竣工し献堂 

       （Katherine Scherer Memorial Church）   
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1905（明治38）年6月20日、熊本教会の教会堂が竣工し、同日午後3時から献堂式が行われました。ブラウンが司式、山内量平とリッパードが聖書を奉読、ウィンテルが献堂の祈祷をささげました。次いで山内直丸の牧師就任満１０年を祝賀し、山内は献堂説教をしました。参列者は総勢９０余名に達しました。入口右側にブラウン、左側に山内直丸が立っています。新しい教会堂は、キャサリン・シェーラー・メモリアル・チャーチと名づけられました。ブラウンの『Japan for Christ』（1909年11月）より。



日露戦争(1904.2~1905.9)と熊本教会 
・1905(明治38)年3月中旬 
 日露戦争奉天会戦で軍功を立てた第六師団が凱旋。 
・3月29日ロシア兵捕虜974人が到着し、渡鹿収容所などに収容。 
・6月10日日本海海戦のロシア水兵捕虜1000人、11日には500人が送られて来

た。総数約5700人、最終収容人員6003人となる。 
・露国軍人捕虜中の福音路帖教会員2名の士官と143名の下士卒、熊本教会の

礼拝に列する。彼らの寄附金で会堂に時計を購入。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
完成したばかりの真新しい熊本教会堂の礼拝に、日露戦争の捕虜となったロシア兵の福音ルーテル教会員が参列しました。このロシア兵の捕虜は、フィンランド人ではなかったかと推察されます。（ロシア人＝ロシア正教、フィンランド人＝ルーテル教会）



熊本宣教とスタイワルト 
 1906(明治39)年1月、A.J.スタイワルトが宣教師として熊本に着任。 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1906（明治39）年1月、スタイワルトがブラウン帰国後の後任宣教師として熊本に着任。熊本教会を中心に伝道活動が盛んに行われました。4月には、熊本教会の牧師館や日曜学校教室が設けられました。左の写真は、熊本教会堂のストリートサイドで、日曜学校の生徒たちが集まっています。



ブラウン一家一時帰国 
ミッションスクール創設のために奔走 

• 1906(明治39)年5月2日ブラウン一家一時休暇のため帰米。 
• 6月アメリカ南部一致ルーテル教会総会で、ブラウン奔走し、熊本に神学

部を中心とする教育機関を設立するための土地購入と校舎建設のため
の費用5万ドルの支出を可決。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ブラウン一家は休暇で一時帰国しますが、ブラウンは熊本にミッションスクールを設立するために奔走します。日本へはスミス宣教師を伴って、1908（明治41）年9月15日にサンフランシスコからモンゴリア号で出帆し、10月6日に長崎に到着。10月11日夕方、佐賀を経て熊本に帰任しました。「TIDINGS」1908年9月号と11月号より。



熊本宣教とL.S.G.ミラー 
• 1907(明治40)年12月24日L.S.G.ミラー熊本着任。 
• 1908(明治41)年1月ミラー、熊本高等工業学校の嘱託講師となる。生徒

5人を改宗させ、一人を入会させた。 
• 7月ミラー、熊本教会を辞して博多に転ずる。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ブラウンが不在の間、ミラー宣教師が伝道に従事しました。ブラウンが帰任すると、ミラーは博多に転じました。ミラーが使ったコダック製カメラ。TIDINGSより。



紫苑会治療所と熊本伝道 
• 1908(明治41)年7月1日 
 聯合婦人会事業として紫苑会治療所（貧困の同胞を慰籍救

療する施療所）を路帖講義所（坪井横町）に設ける。 
 顧問    男爵藤村紫郎、熊本市長辛島格、 
             県立病院副院長豊田虎之進、県医会長行徳健男、 
             第五高等学校教授遠山参良の諸氏）、 
 国手（医師）  福田令壽、三宅俊輔、川島好兼、入江晃 等 
   伝道効果、実に偉大。 
 
・紫苑会の最初の提唱者は、「水道町にある福音路帖(ルーテ

ル)教会の山内直丸牧師と、坪井にある日本基督教会の秋
元茂雄牧師」で、「最初は西外坪井にあった宣教師ブラウン
博士の布教所を借りて」始められた。（『百年史の証言 福田
令寿氏と語る』） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
熊本の聯合婦人会の事業として、「紫苑会治療所」が熊本教会の講義所に設けられました。山内直丸牧師が提唱し、福田令壽医師や遠山参良五高教授などが協力しました。



紫苑会治療所の待合室と診療所(大正期) 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大正期の紫苑会治療所の待合室と診療所の様子です。『百年史の証言　福田令壽氏と語る』より。



ブラウンが紹介した神道の寺院  TIDINGS(1906.2) 
 熊本市の金峰山西麓、霊巌洞（岩戸観音・雲巌禅寺） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ブラウンは、日本で宣教活動をしている合間に、日本人の宗教や文化、風俗についても調査、研究をしました。剣豪宮本武蔵が、寛永20(1643)年ここに篭り、会得した剣禅一致の境地を『兵法五輪書』に書き残した所としても知られています。



ブラウンとスタイワルトを囲んで（路帖熊本教会員） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1909（明治42）年、路帖神学校を開校した頃か。中央のブラウンとスタイワルトを囲んで路帖熊本教会員が並んでいます。左端に山内直丸牧師。



日本福音ルーテル教会伝道20周年記念祝賀会 
1913(大正2)年4月29、30日 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1913（大正２）年4月には、日本福音ルーテル教会伝道２０周年記念祝賀会が佐賀で開催されました。宣教２０周年に、最初の教会憲法規則が制定されました。初めての調査では、信徒総数５５７人、宣教師を含む教役者２２人、伝道地１７ヶ所、内教会８でした。ブラウン、スタイワルト、ウィンテル、遠山参良らの姿もあります。



日本ルーテル教会宣教師とその家族 
『創立二十年記念史』・TIDINGS,1913.3 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この宣教師と家族たちが、ルーテル教会の日本伝道の担い手となりました。最前列左より、ヘプナー、メイ・リパード、スタイワルト、スミス、バイオレット・リパード、アルフレッド・ブラウン、リパード、マーシャル・ブラウン、前から２列目の子ども左から、フェイス・リパード、マリア・ウィンテル、ルイス・リパード、クリステン・ウィンテル、ネリー・ウィンテル、３列目の夫人たち左から、ホールン夫人、ウィンテル夫人、ブラウン夫人、リパード夫人、ミラー夫人、ニールセン夫人、最後列の男性左より、ホールン、ミラー、ニールセン、ウィンテル、ブラウン。『創立二十年記念史』（1914年大正3年）、TIDINGS,1913.3.より。



熊本教会1915(大正4)年頃ブラウン夫妻の姿も(『ブラウン伝記』) 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1915（大正4）年6月下旬、ブラウン夫人は、日本の長崎で生まれた長男チャールズ・フレッド、熊本で生まれた次男ロバート・マーシャルと三男リチャード・ハリーを連れて、先に帰国の途に着きました。翌年の1916（大正5）年3月5日、ブラウンは、熊本教会の主日礼拝で、九州学院生徒宮原軍蔵以下１９名に洗礼式を施しました。3月18日、ブラウンの送別会が熊本教会で開かれ、3月24日午後１時20分、150名の見送りを受けて、上熊本駅発の汽車で熊本を発ちました。ブラウンは再び熊本へ帰って来ることはありませんでした。柳が生い茂る教会として知られていました。



Charles Lafayette Brown (チャールズ・ラファイエット・ブラウン)＆ルーテル教会関係年表 
西暦 年号 

（年齢） 

月日 

 

ブラウン関係事項 ルーテル教会関係事項 

1874 明治 7 

 

12/3 

 

北米ノースカロライナ州アイルデル郡の農家で第五子として生まれる。父は農場を経営して

いたが、後に商業に転じてシャーロット町に移る。兄妹が多かった。（父はロバート・ブラウ

ン、母はスーザン・アメリア。） 

 

1880 明治 13 

(5 歳) 

 幼少時代はシャーロット町内外の公私立小学校を転々とした。  

1884 明治 17 

(9 歳) 

 9 歳半の時、敬虔で柔和であった母スーザン・アメリアが病没し、親戚に預けられた。 1886（明治 19）年 

南部一致ルーテル教会成立 

1889 

 

明治 22 

（14歳） 

 

 

14 歳の時、バージニア州リッチモンド市の伯父の家に移って印刷業に従事した。ここに 2 年

間滞在中に、第一英語ルーテル教会に出席するようになり、モーザー牧師（Rev.J.S.Moser）

の教化薫育を受けて堅信礼を受けた。モーザー牧師の感化や、友人達の勧告により、献身し

て伝道者となる決心を固めた。 

1888（明治 21）年 

南部一致ルーテル教会日本伝道決

議 

1891 

 

明治 24 

（16歳） 

 

 

ノースカロライナに帰り、サリスバリーに近いベサニー・アカデミーに入学し、L.H.ロース

ロック（Prof.Lewis Rothrock）教授の下で学ぶ。ローノーク・カレッジ入学の準備をする。 

 

モーザー牧師より堅信礼を受ける。 

1892 

 

明治 25 

（17歳） 

9 月 

 

 

バージニア州サーレムのローノーク・カレッジの 2 年生に編入学。以後、4年間の研究に精励。 2/25J.A.B.シェーラー、11/23R.B.

ピーリー、来日。シェーラー、英

語教師ブラッドベリーの求めで佐

賀視察。 

サーレム教会の学生伝道に奉仕する。 

グリーバー（W.H.Greever）が牧するバージニアのブルーフィールドにあるインマニュエル教

会で奉仕活動を行う。） 

1893 明治 26 

(18歳) 

 デモステネス文芸協会や YMCA の活動会員として活躍し、人望を集めた。大学教会の牧師アー

マンド・ミラー博士(Rev.C.Armand Miller,D.D.)の敬虔な人格と洗練された学識の感化を受

け、弁論家としての才能を開花。大学３年次に弁論大会で入賞する。 

2 月シェーラー、3 月ピーリー、山

内量平、佐賀へ赴任。 

1895 明治 28 

（20歳） 

 ローノーク・カレッジを卒業。卒業演説者として選ばれた。  

9 月 フィラデルフィア市のマウント・エアリーのルーテル神学校に入学。正式にルーテル神学を

修め、満 3年間学ぶ。 

1896 明治 29 

(21歳) 

 夏休みにウェスト・ヴァージニアの W.H.Green牧師の教会で奉仕。 

ルター派の注釈書に従って新約聖書の連続読解方法により福音書の研究に没頭。神の聖務

(the holy ministry)のための準備に全力を尽くす。 

1897（明治 30）年 1月 

シェーラー、病気のため帰国。 

1898 明治 31 

（23歳） 

 ルーテル教会のボードの下にあって、バージニア州グラハムの教会から国内の伝道地での仕

事を引き受け、数ヶ月間、極めて有効に教会に奉仕。 

 

6 月 卒業生 32名の内、成績優秀の 5人の一人に選ばれる。 

7 月 南部一致シノッドの伝道局から外国の伝道地（日本）に行く招聘を受け、受諾。 

マウント・エアリーのルーテル神学校を卒業。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
C.L.ブラウン＆ルーテル教会関係年表


